
組み込みのセキュリティ、コンテナベースの開発における選択肢、インフラストラクチャのあらゆる場所でアプリケーションとサービスを開発
するためのツールを提供するプラットフォームを獲得しましょう。

1 TuneD でワークロード・パ
フォーマンスを最適化する
 TuneD は、プロファイルを使用してさまざまなワークロードや
ユースケースに合わせてシステムを最適化する Linux® サービス
です。組み込みの TuneD パフォーマンス・プロファイルにより、1 
つのコマンドで幅広いワークロードを調整できます。TuneD プ
ロファイルを使用すると、システムの技術的詳細に圧倒される
ことなく、パフォーマンス設定を適用してシステムから最高のパ
フォーマンスを得ることができます。

 TuneD を実際に操作してみる

2 Web コンソールを使用してリア
ルタイムのスナップショットを取得
する

 複雑なシステムメトリクスを理解するには、単一の使いやすい
ダッシュボードが必要です。Web ベースのグラフィカル・インタ
フェースは、中央処理装置 (CPU)、メモリー、ストレージ、および
ネットワークのパフォーマンスメトリクスを可視化し、構成済み
のパフォーマンス・プロファイルをデプロイするために役立ちま
す。データセンター、パブリッククラウド、エッジデバイスのいず
れでシステムを管理している場合でも、ライブ統計と履歴データ
を確認できるため、すべての要素を簡単にまとめて環境の全体
像を把握することができます。

 Web コンソールの詳細

3 軽量の bcc-tools を使用して
パフォーマンスを分析する
 システムのオーバーヘッドを追加せずにパフォーマンスメト
リクスを監視できます。BPF Compiler Collection (bcc-tools) 
は、カーネル情報を収集し、Linux オペレーティングシステム
のパフォーマンスを分析するために役立ちます。拡張 Berkeley 
Packet Filter (eBPF) テクノロジーに基づく bcc-tools パッケー
ジは、特定のプログラム可能なパフォーマンスメトリクスをプロ
ファイルするための軽量で高性能な Python ベースのさまざまな
プログラムを提供します。

 bcc-tools を実際に操作してみる

4 Performance Co-Pilot で履歴
メトリクスを確認する
 Performance Co-Pilot (PCP) は、環境全体のパフォーマン
スメトリクスをすべて確認できる軽量ツールです。履歴データ
キャプチャーを使用すると、CPU、メモリー、ストレージ、ネット
ワークの使用量、飽和度、およびエラーのメトリクスを確認でき、
すべて Web コンソールの履歴テーブルにグラフ化されます。使
用量と飽和度のメトリクスについては、さまざまなリソースの任
意の時点での予測を確認できるため、実際の結果がわかるまで
待つ必要はありません。問題解決にかかる時間を短縮するには、
履歴メトリクスのデータにアクセスして Red Hat® サポートチー
ムと直接共有してください。

 PCP の詳細

信頼性の高いワークロード・パフォーマンス
を得るための 8 つの技術的なヒント

チェックリスト

https://lab.redhat.com/sql-server-cstore
https://lab.redhat.com/webconsole-perf
https://lab.redhat.com/ebpf-tracing
https://access.redhat.com/articles/1145953
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5 Grafana と統合して高度なデー
タの可視化を実現する
 Grafana はオープンソースの分析アプリケーションであり、
PCP と統合して、パフォーマンスデータの上に高度な可視化
を構築できます。プリロード済みの Grafana ダッシュボードと 
PCP のリモートログ機能を組み合わせることで、さまざまなホス
トからのリアルタイムデータと履歴データを単一のビューに集約
し、分析とトラブルシューティングを行うことができます。SQL 
Server などのエコシステム・アプリケーションを監視するために、
さまざまなプラグインから選択できます。

 データの可視化の詳細

6 プロダクションの前にワークロー
ド・パフォーマンスのベンチマーク
を作成する
 基準値の作成は、システムパフォーマンスを測定する最初の
ステップの 1 つです。基準値となるパフォーマンスを理解してい
ない場合、またはデータ収集に一貫性がない場合、処理速度や
データストレージなど、何を改善すべきかを把握することはでき
ません。このレベルを理解しておくと、将来、パフォーマンスの
問題に関する計画を立て、トラブルシューティングを行うために
役立ちます。

 Red Hat Enterprise Linux のパフォーマンスツールの詳細

7 最新のセキュリティ改善をタイ
ムリーに適用する
 Red Hat Enterprise Linux の 10 年間のライフサイクルを通じ
て、パフォーマンスに関連するパッチを利用し、セキュリティ改善
によるメリットを享受し、投資を最大限に活用することができま
す。これらのパッチを適用する際のダウンタイムを許容できない
場合は、ライブパッチツールを使用しましょう。どのパッチが適
用されているかわからない場合は、Red Hat Insights のパッチ
サービス (サブスクリプションに含まれている) によって、最新の
製品アドバイザリーを常に把握することができます。 

 インタラクティブなラボでセキュリティ改善を体験する

8 ハードウェア容量のプランニン
グによってパフォーマンスを最適
化する
 多くの複雑なパフォーマンスの問題は、ハードウェアの容量に
関連していることがよくあります。必要なパフォーマンスが得ら
れない場合は、アプリケーションが飽和状態になっていないか、
既存のハードウェアリソースが過負荷になっていないかを確認し
ましょう。ほとんどの場合、リソースを追加すると必要なパフォー
マンスが得られる可能性があります。

 ハードウェア容量の詳細

Red Hat について
Red Hat は、受賞歴のあるサポート、トレーニング、コンサルティン
グサービスをお客様に提供し、複数の環境にわたる標準化、クラウ

ドネイティブ・アプリケーションの開発、複雑な環境の統合、自動
化、セキュリティ保護、運用管理を支援します。
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